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釣技でんしろう
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ぼくの なまえは、つりわざでんしろう。 つりが だい
すきな わけじゃないけど、つりに つかう どうぐを つ
くるのが とくいなんだ。 ぼくには、げんきな おとう
との げんた と、おえかきが とくいな いもうとの しお
ん がいるよ。 それから、ぼくたちの かぞくは、いぬ
の ぽち と、ねこの たま と、ねずみの ちゅんた もい
るんだ。 みんなで、かごしまけんの きんこうちょう
という、うみべの まち に すんでるんだよ。 

このうみには、ひとつだけ、とくべつな さかなが い
るんだ。 
からだが ダイヤモンドみたいに キラキラ ひかる、ダ
イヤモンドフィッシュ！ 
この さかなを たべると、なんでも ねがいごとが かな
うんだって。
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ぼくは、その さかなを つりあげるための、とくべつ
な つりざおを つくりたかった。 でも、ぼくひとりで
は むずかしい。 そこで、ぼくの だいすきな かぞく
が、てつだってくれたんだ！ げんたは つよい たけを
さがしてきてくれて、 しおんは きれいな いとを よっ
てくれた。 ぽちは うおの むすびかたを おしえてくれ
て、 たまは はねを もってきて、 ちゅんたは えさを
つくってくれた。

みんなで、力をあわせて、とくべつな つりざおが か
んせいしたよ！ 
さあ、いざ うみへ！ 
みんなで、いっしょに ダイヤモンドフィッシュを つ
りあげたんだ。 
うみが キラキラ ひかって、とても きれいだった。 
つりあげた ダイヤモンドフィッシュを みて、ぼくは
おもった
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「この さかなを たべたら、だれも しらない ひみつの
どうくつ が わかるんだって。」 ぼくは、かぞく みん
なに きいたよ。 「みんなで、いっしょに たべよ
う！」 みんなは、にっこり うなずいてくれた。 
きんいろに ひかる、ちいさな うろこを たべたとき、 
ぼくたちの こころに、まるで まほうみたいに、 ひみ
つの どうくつの ちずが うかんできたんだ！ 「わあ、
ほんとうだ！ みえた！」 みんなで 大よろこび！

ぼくたちの まぶたの うらに、キラキラかがやく ひみ
つの どうくつが うかんできたんだ。 
「さあ、みんな！あたらしい たびの はじまりだ！」 
ぼくは、おとうとや いもうと、いぬ、ねこ、ねずみと
いっしょに、 あたらしい ぼうけんの たびに でかける
ことにしたんだ。 


